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使用上の注意

警告
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、「死亡また

は重傷を負う可能性が想定される内容」を示しています。

注意

◎ご使用の前に必ずお読みください。

絵表示について

この取扱説明書と製品への表示では、あなたや他の人々への危害や財産への損害を

未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから

本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、「傷害を負う

可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定される内

容」を示しています。

この記号は「してはいけないこと（禁止）」を示します。

この記号は「必ず実行してほしいこと」を示します。

洗浄は自己責任にて行うこと
万一洗浄対象物に損傷、破損、変色などが生じた場合、もしくは

正しく操作をせずにケガを負った場合、当社では一切の責任を負

いません。

注意

！
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本体、電源プラグに水をかけないこと

感電する場合があります。

ご使用時の警告

ぬれた手で電源プラグを触らないこと

感電する場合があります。

子供には触らせないこと

重大事故が生じる場合があり非常に危険です。

改造禁止

火災、感電、けがの原因になります。

ケルヒャー純正部品以外の、機械の性能や機能に適さない部品を使用

しないでください。

機能を十分に発揮しない場合が生じ、思わぬ事故のもとになることが

あります。

危険物や火気のある場所で使用しないこと

火災の原因となります。

燃料の補給に注意すること

燃料がこぼれ、引火する恐れがあります。

周囲に燃料がこぼれている場合は、場所を移動し安全な場所で作業を

行ってください。

エンジンには軽油を使用すること

異種燃料を使用した場合、エンジンが壊れます。

飲酒時には絶対に運転しないこと

修理はケルヒャーまたはケルヒャー認定技術者が行うこと

個人の修理は事故のもとになるおそれがあります。

燃料を切らさないこと

エンジン燃料ポンプが空気を吸い込み起動できなくなります。

屋内で使用しないこと

一酸化炭素中毒を生じる場合があり非常に危険です。

汚染された可能性のある場所を洗浄する場合はマスクなど

の適切な防護具を身に着けること
汚染物質が飛散し人体に悪影響を生じる場合があります。

コンテナ上昇時は下に入らないこと

油圧回路が損傷した場合、重大事故が生じる場合があり危険です。
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ご使用時の警告

バッテリーを短絡させないこと

短絡させた場合、爆発する危険性があります。

接続ケーブルは確実に取り付けること

ゆるい場合短絡し、引火爆発の原因となります。

バッテリーに水をかけないこと

引火爆発の原因となります。

！

充電は換気の良い場所でおこなうこと

屋内で充電する場合は換気設備の整った場所でおこなってください。

充電中はバッテリーからガスが発生し引火爆発を生じる恐れがあります。

バッテリーに関する注意

充電中は火気厳禁！

充電中はバッテリーからガスが発生し、引火爆発を生じる恐れがあり

ます。

バッテリーの形状に注意すること

バッテリーの寿命が近づいてくるとバッテリーの側面が膨らみます。

バッテリーが丸く膨らんだ場合交換してください。

長期保管時は充電すること

1 ヶ月以上使用しない場合は毎月 1 度必ず充電してください。

バッテリーは使用しない状態で保管した場合、約 3 ヶ月で完全放電し

まいます。

完全放電した場合バッテリーの寿命が低下します。

バッテリー液の補充を行うこと

バッテリー液が少ない状態で使用した場合バッテリーが爆発する場合が

あります。

作業前に必ずバッテリー液の確認を行なってください。

！

エンジン運転中は絶対に本体を水洗いしないこと

エンジン故障の恐れがあります。

操作パネルに水をかけないこと

スイッチが損傷する原因となります。
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急激なアクセル操作をしないこと

アクセルペダルはゆっくり踏み込んでください。

作業に関する注意

急激なハンドル操作を行わないこと

転落の危険があります。

傾斜地は低速で移動すること

ブレーキの利きが低下する場合があります。

冷間時は直ぐに動かないこと

油圧系統の損傷を招く場合があります。

低温時はエンジン回転を低速で稼動し油温を上昇させてください。

70 ｍｍ以上の段差を超えないこと

走行系統を損傷する場合があります。

スターターモーターを 10 秒以上動かさないこと

エンジンがかからなかった場合は

１０秒以上待ってから再度キースイッチを回してください。

シートに重量物を置かないこと

誤動作を生じる場合があります。

始動時はアクセルを踏まないこと

油圧系統の損傷を招く場合があります。

！
車両の周りの安全確認を行うこと

車両付近に他の人や、動物、障害物がないかを確認してください。

停止したまま同じ場所を清掃しないこと

床面が損傷する場合があります。

ひも状のゴミは事前に取り除くこと

ブラシを損傷する場合があります。

制動はブレーキを必ず使用すること

アクセルペダルを離しても停止しません。

車両を停止する場合はブレーキ操作を必ず行い停止してください。
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作業に関する注意

メンテナンスの際は防塵マスクを装着すること

ダストフィルターの交換・ブラシの交換の際は粉塵対策を行い作業を

行ってください。

！

ダストフィルターは水洗い禁止

フィルターが壊れます。

高圧洗浄は行わないこと

稼動部が損傷する場合があります。

ラジエターは定期清掃すること

オーバーヒートが生じる場合があります。

油圧作動油オイルクーラーは定期清掃すること

オーバーヒートが生じる場合があります。

エンジン運転中は絶対に本体を水洗いしないこと

エンジンが損傷する恐れがあります。

氷点下で使用される場合

冬季用軽油に必ず入れ替えてください。

雨天時は使用しないこと

電装系統に悪影響が生じます。

使用しない場合はシートで覆うこと

電装・エンジン・油圧系統に悪影響が生じます。
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仕様
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各部名称

　＊仕様変更により商品の形状と図が一致しない場合があります。

　１　粉塵フィルター
　２　ボンネット固定スクリュー
　３　ボンネット
　４　サイドブラシ油圧モーター
　５　サイドブラシ
　６　サイドアーム
　７　前輪
　８　サイドカバーロック
　９　サイドカバー 右
１０　フロント　固定フック取り付け穴
１１　リア　固定フック取り付け穴
１２　サイドパネル
１３　燃料タンク
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　１　コンテナー

　２　廃棄フラップ

　３　昇降用　油圧シリンダー

　４　サービスプレート　（脱着し整備）

　５　サイドブレーキ

　６　安全ストッパー

　７　安全バー

　８　油圧ブレーキオイルタンク

　９　安全バー　挿入具

１０　サイドブラシ　昇降シリンダー

１１　サイドブラシ
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　１　回転灯

　２　シート　（シートスイッチ付）

　３　ボンネット

　４　リアパネル

　５　リア　固定フック取り付け穴

　６　駆動輪

　７　マフラー

　８　固定フック取り付け穴

　９　サイドカバー　左

１０　サイドカバーロック

１１　フロント　固定フック取り付け穴
１２　サイドパネル
１３　エンジンボンネット
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＜銘板＞

　１　機種名

　２　製造年

　３　識別番号

　４　タイプ

　５　製造番号

　６　出力

　７　質量

　８　前輪荷重

　９　後輪荷重

１０　最大油圧

１１　製品番号

１２　製造国

銘板

　＊運転席シート下のパネルに取りついています。
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１　フィルターカバー

２　ロック

３　タービン用　油圧ホース

４　チリ落しモーター制御ワイヤー

５　廃棄フラップ用　供給油圧ホース

６　廃棄フラップ用　戻り油圧ホース

７　タービン用油圧モーター

８　タービン

９　カバー

フロントカバーのスクリューを緩めてください。

フロントカバーを前方へ開けてください。

１　スクリュー

２　フロントカバー
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１　稼動ロッド

２　フラットフィルター

３　フレーム

４　駆動ギア

５　チリ落しモーター　（M03）　

６　チリ落し

＜フィルターの清掃＞

定期的にフィルターのチリを落としてください。

作業停止時に定期的に行ってください。

フィルタースイッチを１０秒間押してください。

押している間チリ落としが作動します。

●始業前・始業後に必ずチリ落としを行いましょう。

●コンテナを持ち上げる前にチリ落としを行いましょう。

●連続作業を行われる場合は

　１時間に１度チリ落としを行いましょう。

１　フィルターカバー

２　フィルターボックス

３　ラッチ

ラッチを解除

フィルターカバーを開ける。
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　１　マルチメーター

　２　スイッチパネル

　３　ハンドル

　４　キースイッチ

　５　サイドブラシ昇降レバー

　６　ダッシュボード

　７　走行ペダル　（前方⇒前進　　中立⇒ニュートラル　　後部⇒後進）

　８　ブレーキペダル　（エンジン起動時踏み込むこと）

　９　ヒューズボックス

１０　サイドブレーキ

１１　アクセルコントロールレバー

１２　フラップ開閉レバー

１３　メインブラシ昇降レバー

１４　ダストコンテナ昇降レバー

走行状態から停止する場合

アクセルペダルから足を放しブレーキ操作を行ってください。

ブレーキ操作を行わない場合、惰性走行へ移行します。
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＜マルチメーター＞

エンジンに不具合が生じた場合マルチメーターの

ランプが点灯します。

　１　積算計

  積算稼働時間を表示

　２　充電警告灯

  発電量が少ない場合点灯

　３　油圧警告灯

  エンジン油圧異常時点灯

　４　冷却水警告灯

  エンジンがオーバーヒート時点灯

　５　フィルター警告灯

  フィルターに詰まりが生じた場合点灯

　６　燃料警告灯

  燃料が規定値以下で点灯

　７　グローランプ

  キー操作グロー位置で点灯

　８　未使用

　９　作業灯　

  作業灯使用時点灯

１０　未使用

１１　未使用

１２　未使用

１３　燃料ゲージ

  燃料タンクの残量を表示　

＜ウインカースイッチ＞

ウインカー操作を行われる場合ご使用ください。

1

キースイッチ

 　グロー　（３秒間保持）

　○　停止

　Ⅰ　運転

　Ⅱ　起動
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＜ヒューズ＞

エンジンルーム内に有ります。

カバーを取外してください。

メインヒューズの溶断が無いか確認してください。

１　カバー

２　メインヒューズ

操作パネル状にヒューズボックスがあります。

カバーを取外してください。

ヒューズの溶断が無いか確認してください。
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＜コントロールレバー＞

運転席左側に操作ハンドルが 3 本有ります。

A　フラップ開閉

　　コンテナ下部のフラップの開閉を行います。

　　作業時は常時開けてください。

　　開ける：レバーを前方に倒す

　　閉める：レバーを後方に倒す　

Ｂ　メインブラシ昇降

　　メインブラシの昇降を行います。

　　作業：レバーを前方に倒す（固定されます）

　　格納：レバーを後方に倒す　

Ｃ　ダストコンテナ昇降

　　ダストコンテナの開閉を行います。

　　上昇：レバーを前方に倒す

　　降下：レバーを後方に倒す

運転席前方　右側にサイドブラシ操作ハンドルが

有ります

Ｄ　サイドブラシ昇降

　　下げる：レバーを前方に倒す（固定されます）

　　上げる：レバーを後方に倒す

  C   B    A

  D

メインブラシを降下させると同時にブラシが駆動を始めます。

メインブラシを格納した状態ではサイドブラシの操作は行えません。
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１　固定スクリュー
２　サイドパネル

固定スクリュー　４本を取り外します。
サイドパネルを取りはずしてください。

　１　燃料レベルセンサー

　２　燃料タンク

　３　バッテリー　12V

　４　作動油　排出ホース

　５　作動油タンク

　６　エンジン冷却水リザーブタンク
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１　固定スクリュー
２　サイドパネル

エンジンのメンテナンスを行う場合
固定スクリュー　４本を取り外します。
サイドパネルを取りはずしてください。

　１　安全ガード

　２　ラジエター

　３　燃料フィルター

　４　アクセルコントロールワイヤー

　５　オイルフィルター

　５　エンジンオイルフィルター

　６　ウォーターセパレーター

　７　燃料ポンプ

　８　メインヒューズ

　９　走行系油圧ポンプ　緊急解除スクリュー

１０　作業系　油圧ポンプ

１２　エアフィルターハウジング
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操作方法

KM 130/300 R D クラシック



23

キースイッチの操作

パーキングブレーキを引いてください。

ブレーキペダルを踏んでください。

シート着座位置を合わせてください。

走行ペダルから足を離してください。

キースイッチをグロー側  に回し約 3 秒保持
してください。

キースイッチを Ⅱの 位置まで回すとエンジン

が起動します。（10 秒以上保持しない）

エンジン起動後キースイッチから手を離してく

ださい。（運転位置保持）

　　　　グロー　（３秒間保持）

　　○　停止

　　Ⅰ　運転

　　Ⅱ　起動

　　A　ブレーキペダル

　　B　走行ペダル

　　C　パーキングブレーキ

氷点下の場所で使用する場合は

冬季用軽油に必ず入れ替えてください。

エンジンコントロールレバーの操作

コントロールレバーを 30％前方へ移動した後エ

ンジンを起動してください。

清掃時　　　　　⇒　最高速

エンジン起動時　⇒　30％

　高速状態でエンジンを起動するとｽﾀｰﾀｰ

　　　　ﾓｰﾀｰが壊れます。

　エンジン停止時　⇒　最低速

高速

低速

エンジン起動

エンジン起動後、必ず暖気運転を行ってく

ださい。

作動油の温度が上昇しない状態で清掃作業

を行うと作動油系統の負荷が高くなり重大

な損傷を生じる場合が有ります。

外気温度　暖気運転時間

　２０℃ 　約２分

　１０℃ 　約５分

　　０℃ 　約８分

－ 10℃ 約 11 分

－ 20℃ 約 15 分
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暖気運転後エンジンコントロールレバーを高速位置

まで移動してください。

高速

低速

パーキングブレーキを解除してください。

走行ペダルを操作し走行してください。

前進する場合は、走行ペダルの前方を踏み込みます。

停止する場合はブレーキを踏んでください。

後進する場合は走行ペダルの後方を踏み込みます。

異なる操作を行われる場合は

完全に停止した後　次の操作を行ってください。

走行中に、逆の操作を行うと油圧モーターが損傷

します。

A　ブレーキペダル

B　走行ペダル

C　パーキングブレーキ

走行状態から停止する場合

アクセルペダルから足を放しブレーキ操作を行っ

てください。

ブレーキ操作を行わない場合、惰性走行へ移行し

ます。

１　ブレーキペダル

２　走行ペダル　前進

３　走行ペダル　後進



25

エンジンをかけないで機械を移動する場合

●　10 ｋｍ / ｈ以下でゆっくり移動すること

●　長距離の移動は行わないこと

●　エンジン稼動中は操作しないこと

　　トランスミッションが破損します。

エンジンを起動せずに移動する場合

＜油圧解除ボルト＞

パーキングブレーキをかけてください。

ボンネットを開けてください。

レバーを立てた位置にしてください。

１名が搭乗し操作を行ってください。

安全を確認し数名で押してください。

移動後　油圧解除ボルトを締めてください。
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作業手順

運転席左側に操作ハンドルが 3 本有ります。

A　フラップ開閉

　　コンテナ下部のフラップの開閉を行います。

　　作業時は常時開けてください。

　　開ける：レバーを前方に倒す

　　閉める：レバーを後方に倒す　

Ｂ　メインブラシ昇降

　　メインブラシの昇降を行います。

　　作業：レバーを前方に倒す（固定されます）

　　格納：レバーを後方に倒す　

Ｃ　ダストコンテナ昇降

　　ダストコンテナの開閉を行います。

　　上昇：レバーを前方に倒す

　　降下：レバーを後方に倒す

運転席前方　右側にサイドブラシ操作ハンドルが

有ります

Ｄ　サイドブラシ昇降

　　下げる：レバーを前方に倒す（固定されます）

　　上げる：レバーを後方に倒す

コントロールレバーの操作

清掃

①　（Ｂ）メインブラシを作業位置に固定してください。（前方へ倒すと固定されます）　

②　（Ａ）フラップを開けてください。　（前方へ倒す）

③　（Ｄ）サイドブラシを下げてください（前方へ倒すと固定されます）　

移動

①　（Ｄ）サイドブラシを上げてください。（後方へ倒してください）

②　（Ｂ）メインブラシを格納してください。（後方へ倒してください）

③　（Ａ）フラップを閉めてください。（後方へ倒してください）

ゴミ捨て

①　（Ａ）フラップを閉めてください。（後方へ倒してください）

②　（Ｃ）ダストコンテナを任意の高さまで上昇させてください。（後方へ倒す）

③　（Ａ）フラップを開けゴミを捨ててください。（前方へ倒してください）

④　（Ａ）フラップを閉めてください。（後方へ倒してください）

⑤　（Ｃ）ダストコンテナを降下させてください（完全に格納されるまで後方へ倒す）

  C   B    A

  D
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走行ペダルから足を離してください。

ブレーキペダルを踏んでください。

キースイッチを停止位置へ回してください。

パーキングブレーキを引いてください。

前輪へ車止め（お客様でご用意）を設置してください。

　　　　グロー　（３秒間保持）

　　○　停止

　　Ⅰ　運転

　　Ⅱ　起動

　　A　ブレーキペダル

　　B　走行ペダル

　　C　パーキングブレーキ

雨水が当たらぬようシート等を掛け養生を行って

ください。

高速

低速

エンジン停止

エンジンを停止する前に必ずブラシ・フラップを

格納してください。

水平な場所へ移動してください。

車止めを用意してください。

エンジンコントロールレバーを低速位置にしてく

ださい。
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メンテナンス

KM 130/300 R D クラシック
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日常メンテナンス

＜毎日＞

●　ホイールボルトのゆるみを目視確認

●　暖気運転の実施

●　バッテリー液量の確認

●　エンジンオイル量の確認

●　サイドブラシ、メインブラシの状態確認

●　粉塵の多い現場は　エアフィルターの点検

●　操作パネルの動作確認

●　氷点下の場所で使用する場合は、冬季用軽油に必ず入れ替えてください。

＜毎週＞

●　ホイールボルトの締め付け確認・必要に応じて増し締め　（締めつけトルク　140N.m）

●　ラジエターの洗浄　（低圧水）

●　油圧作動油オイルクーラーの洗浄　（低圧水）

●　油圧ユニットの確認 ・ 必要に応じて修理を依頼

●　油圧作動油量の確認 ・ 必要に応じて補給

●　ブレーキ液量の確認 ・ 必要に応じて補給

●　ブレーキ制動力の確認 ・ 必要に応じて修理を依頼

●　グリスアップポイントへの給油

＜ 50 作業時間後＞

●　燃料ウォーターセパレーターから水を抜く

●　リップの調整

●　ローラーブラシの調整

●　サイドブラシの調整

●　エンジンオイル交換

＜１年毎＞

●　エンジンオイルの交換

●　エンジンエアフィルターの交換

●　油圧作動油オイルの交換

●　作動油タンク内のサクションフィルター交換

＜定期交換部品＞
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１　給油口

２　レベルゲージ

コンテナを下げた状態でオイルレベルを確認します。

MIN ～ MAX の間にある事を確認してください。

作動油は毎年交換を行う事を推奨いたします。

水分が含有（凝縮水）は油圧部品に大きなダメ

ージを与えます。

定期的な作動油の確認を行ってください。

①作動油の点検と交換

作動油は稼働時間、1000 時間もしくは毎年毎

（短い時間）の交換を推奨しておりますが、点検

した結果、汚れや劣化がひどい場合は稼働時間

に関係なく交換を行ってください。

作動油の汚れや劣化などの進行が異常に早い場

合は、最寄りの指定サービス工場へ連絡し原因

を確かめてから交換を行ってください。

仕様書に記載された作動油を使用してください。

（ＨＶ 46）

フィルタ類の定期交換

作動油の交換時に必ずサクションフィルタを

（作動油タンク内に２個有ります）同時に交換し

てください。

１　フィルター　6.988-650.0

２　フィルター　6.987-619.0

作動油の管理

エンジン起動後、必ず暖気運転を行ってく

ださい。

作動油の温度が上昇しない状態で清掃作業

を行うと作動油系統の負荷が高くなり重大

な損傷を生じる場合が有ります。

外気温度　暖気運転時間

　２０℃ 　約２分

　１０℃ 　約５分

　　０℃ 　約８分

－ 10℃ 約 11 分

－ 20℃ 約 15 分
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ジャッキアップ

ジャッキアップを行う場合は周りの安全を確認し

てください。

ジャッキ用特殊工具を別途ご購入ください。

挿入口へ特殊工具の爪を挿入してください。

１　ジャッキアップポイント

２　挿入口溝

３　特殊工具　5.062-369.0

エンジンを停止します。

タイヤにクルマ止めを行ってください。

パーキングブレーキをかけてください。

特殊工具を取付けてください。

油圧ジャッキをかけ持ち上げてください。

＜必要以上に持ち上げないこと＞

１　特殊工具　5.062-369.0

２　油圧ジャッキ　1.5 ｔ以上

後輪（転輪）　グリスニップル

毎月実施してください。

タンク昇降シリンダー　グリスニップル

毎月実施してください。

グリスアップ



スクリューを取り外してください。ブラシ

カバーを開けてください。ブラシを引き

抜いてください。

ブラシの状態を確認してください。

１ スクリュー

２ ブラシカバー

フランジのピンをブラシの穴に合わせてください。取り付

けフランジを押し込んでください。

取り付けフランジの固定ねじを取り付けてください。

１ ロックリング

２ スクリュー

３ フランジ

ブラシを挿入してください。
ブラシの穴とフランジピンの向きを合わせ挿入してく

ださい。

１ スクリュー

２ フランジ

コンテナを持ち上げてください。
安全バーでコンテナを固定してください。ロック

を解除してください。

サイドカバーを開けてください。

１ ロック

２ サイドカバー

ホルダーを固定しているナットを取外します。ホル

ダーを取外してください。

１ ホルダー

２ ナット

３ ストリップ

32

メインブラシの交換 （メインブラシ交換の目安　：　ブラシの毛の長さ24～40mm）
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メインブラシの調整

接地調整

走行せずにメインブラシをおろし 10 秒間動かし

てください。

メインブラシを上昇してください。

後退し接触寸法が 80 ～ 85 ㎝の規定内に有るか

確認してください。

サイドパネルを取外してください。

サイドパネル取付位置の下側にブラシ昇降ユニット

が有ります。

スクリューのナットの位置を調整し接地寸法を調整

してください。

調整された後は必ずロックナットで固定をしてく

ださい。

１　スプリング

２　調整ナット

３　アジャストスクリュー

４　ロックナット

コンテナを持ち上げてください。

安全バーで固定してください。

スクリューを取り外してください。

メンテナンスカバーを取外してください。

１　メンテナンスカバー

２　スクリュー
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設置調整

走行せずにサイドブラシを降ろし

10 秒間作動してください。

サイドブラシを持ち上げてください。

後退し接触寸法を測定してください。

A と B のスクリューで調整を行います。

A　ブラシの上下調整が行えます。

B　ブラシの清掃幅員を調整することが出来ます。

＜サイドブラシの交換＞

１　スクリュー

２　サイドブラシ

サイドブラシの交換

ブラシ裏面のスクリューを取り外してください。

新しいブラシと交換してください。

１　サイドブラシ

２　スクリュー
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ホルダーを固定しているナットを取外します。

ホルダーを取外してください。

１　ホルダー

２　ナット

３　ストリップ

ブラシストリップ

ブラシストラップが破損すると埃りが外部にもれ

だします。

コンテナを持ち上げてください。

安全バーでコンテナを固定してください。

ロックを解除してください。

サイドカバーを開けてください。

１　ロック

２　サイドカバー

前方からみてください。

ホルダーを固定しているスクリューを取外し

ホルダーを取外してください。

ストリップを取外してください。

新しいストリップを取り付けてください。

路面との隙間：1 ～ 3 ㎜　に調整してください。

１　ストリップ

２　スクリュー

３　ホルダー

ホルダーを固定しているスクリューを取外し

ホルダーを取外してください。

ストリップを取外してください。

新しいストラップを取り付けてください。

路面との隙間：1 ～ 3 ㎜　に調整してください。

１　スクリュー　

２　ストリップ

３　ホルダー
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ダストコンテナストリップ

コンテナを持ち上げてください。

安全バーでコンテナを固定してください。

スクリューを取外してください。

パネルを取外してください。

ストリップを取外してください。

新しいストリップを取り付けてください。

新しいスクリューで固定してください。

１　スクリュー

新しいスクリューをご用意ください。

２　パネル

３　ストリップ

油圧ブレーキ

１　ブレーキフルードタンク

ブレーキフルードの油量が MIN ～ MAX の間にあ

るか確認・補充してください。

ブレーキフルードを交換した場合はエア抜きを行

なってください。

安全に作業を行なうためにも修理の依頼を行なっ

てください。

コンテナ開放状態でメンテナンスを行う場合は

必ず安全バーを装着した状態で作業を行ってく

ださい。

１　安全バー　挿入具

２　安全バー
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メインフィルター

ボンネットを開けてください。

フィルターカバーのロックを解除してください。

フィルターカバーを取外してください。

フィルターが詰まるとマルチメーターの警告灯が

点灯します。

フィルターの確認を行ってください。

著しく汚れている場合は交換を行ってください。

フィルターを取外した状態で使用された場合

エンジンが壊れます。

エンジンエアフィルター

エアフィルターが汚れていると、空気の通過性が悪くなり、エンジン内部に異物が混入し

傷つける場合があります。

始業前点検を推奨いたします。

エアクリーナーが汚れていると

　・パワー低下

　・加速が悪い

　・ 燃費が悪い

　・排気ガスが黒い

　・エンジンが掛かりづらい等の症状が発生します。

プレフィルター

吸引空気の流れを利用しサイクロンを発生し大きな

粉じんを事前に取り除きます。

始業点検時にケースに溜まった粉じんを取り除いて

ください。

＜警告＞

●取外した状態で絶対に使用しないでください。

●エンジン作動中はプレフィルター周辺に水をかけ

　ないでください。

　エンジン内部に水が入りエンジンを破壊します。
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オイルの確認は毎日行ってください。

ボンネットを開けてください。

オイルレベルゲージを抜きオイルを布等で一度

拭取り再度　しっかり差し込ンでください。

オイルレベルゲージを引き抜いてください。

オイルの色を確認してください。

オイルレベルが MAX 位置まで有るか確認してく

ださい。

オイルが汚れている場合は交換してください。

オイルキャップを取外してください。

エンジン下にオイル受けを設置してください。

エンジン下部のドレンスクリューを取外してくだ

さい。

オイルを抜いてください。

ドレンスクリューを閉めてください。

オイルを給油してください。

キャップを閉め、５分間放置してください。

オイルレベルゲージで適正量か確認してください。

１　オイルキャップ

２　オイルレベルゲージ

１　ドレンスクリュー

初回のみ【50 作業時間】にオイル交換してください。

その後は 1 年毎、または【250 作業時間】毎に短い

期間で交換してください。

新しいオイルを 4L 用意してください。

オイルフィルター

オイル交換時に同時に交換してください。

オイルフィルターレンチで取外してください。

新しいオイルフィルターの O リングにオイルを

塗布してください。

オイルフィルターをねじ込ンでください。

締め込みトルクは 25Nm です。

エンジンオイル
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＜Ｖベルトの点検＞

ボンネットを開け固定してください。

V ベルトに磨耗や破損がないか確認してください。

10 Ｋｇの力で押し

ベルトのたわみが 7 ～ 9 ｍｍ有るか確認してくだ

さい。

ベルトの調整

スクリューを緩めてください。

テンションスクリューを緩めてください。

テンションを調整しスクリューを固定してくだ

さい。

１　オルタネーター 

２　V ベルト

３　スクリュー

４　テンションスクリュー

オルタネーター

＜冷却水の確認＞

カバーを取り外してください。

リザーブタンクの MAX ～ MIN の間に

ラジエター液が有るか確認してください。

ラジエターが目詰まりを起こした場合

ラジエター液が漏れ出します。

定期的にラジエターの洗浄を行ってください。

リザーブタンク
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燃料フィルターの確認

＜注意＞

火気厳禁

フィルターが汚れている場合は交換を行ってくだ

さい。

バルブを閉めてください。

フィルターカップを取外してください。

燃料フィルターを取外し交換してください。

燃料フィルターカップを燃料で満たし取り付けて

ください。

上部のエア抜きボルトを緩めキースイッチを（Ⅰ）

に合わせてください。

電磁ポンプが作動しエア抜きが行えます。

エア抜きボルトを締めてください。

１　バルブ

２　燃料フィルターカップ

燃料系統

ウォーターセパレーター下部のスクリューを緩め

るとカップにたまった水が除去できます。

カップが汚れている場合は取外す洗浄してください。

１　ウォーターセパレーター

２　カップ
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＜ホーン＞

ホーンは前方バンパーの内側に取り付けられてい

ます。

ホーンが作動しない場合はコネクターを確認して

ください。

１　ホーン 

２　コネクター

３　スクリュー

＜バックブザー＞

バックブザーは後方バンパーに取り付けられてい

ます。

１　ナット

２　バックブザー

＜バッテリー＞

１　バッテリー   12V 60Ah

２　マイナス端子

３　プラス端子

４　バッッテリーホルダー

プラス・マイナス端子を取外す。

バッテリーホルダーを取外す。

バッテリーを取外す。

１か月以上使用しない場合はアース線を取外す。

再使用前に充電を行う。

バッテリー・ホーン・バックブザー
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＜ヘッドライトの取り外し＞

スクリューを取り外します。

ランプを引き出します。

プラグを取り外します。

１　電源プラグ

２　カバー

３　ポジションランプ　

固定リングを回しバルブを取り外します。

新しいバルブを取り付けてください。

１　固定リング

２　バルブ

作業灯

ヘッドライト

注文番号：6.987-168.0

　　　　　（12 Ｖ 60/55 Ｗ　Ｈ４）

ポジションランプ

注文番号：7.651-004.0
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＜テールランプの取り外し＞

スクリューを取り外します。

カバーを取り外します。

１　ブレーキランプ

２　ウインカーランプ

ランプを押しながら回し取り外します。

後部ランプ

１　車幅灯

　　注文番号：7.651-014.0（12 Ｖ―21 Ｗ）

２　ウインカーランプ

　　注文番号：7.651-025.0（12 Ｖ―5 Ｗ）
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サイドウインカー

＜サイドウインカーの取り外し＞

スクリューを取り外します。

ウインカーランプ １２Ｖ―２１Ｗ



45

トラブル対応
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トラブル対応
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お問い合わせ先

＜業務用製品コールセンター＞

業務用製品の故障、修理についてのお問い合わせは、

ケルヒャー業務用製品コールセンターへご連絡ください。

受付時間：月～金　ＡＭ９：００～ＰＭ５：００

（祝祭日、当社休日を除く）

ＴＥＬ：045-777-7410

ＦＡＸ：045-438-1320
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ユーザー登録・保証

ユーザー登録をお願い致します。ケルヒャー ジャパン株式会社では、十分

なアフターサービスを提供するために、当社業務用製品をご購入いただい

たお客様にユーザー登録をお願いしております。

＜ユーザー登録をいただいたお客さま限定＞

ご購入日から 1 年間の保証期間を

ご購入から　2 年間に延長いたします。

そのほか、お得なキャンペーンや新製品のご案内を

お送りします。ぜひご登録ください。

登録情報について

お客様にご登録いただいた個人情報は第三者に提供することはありません。

尚、ユーザー登録情報は、保証期間内のサービス活動及びその後の安全点検活動のために

利用させていただく場合がございますので、ご了承ください。

当社の個人情報保護の取り組みについては、ケルヒャー ジャパン株式会社のウェブサイト

でご覧いただけます。

＜ユーザー登録方法＞

ケルヒャー ジャパン株式会社のウェブサイトからご登録ください。

　サービス - 業務用製品ユーザー登録

　●ご購入から３０日以内にご登録ください。

　●ご登録には製品名とシリアルナンバー（製造番号）が必要です。

　　　　２台以上ご購入いただいた場合も１台ずつご登録ください。

　● S/N：ｘｘｘｘｘｘ の数字がシリアル番号です。

＜保証＞

保証規定については、同梱の保証書をご確認ください。

弊社 Web サイトで最新の情報を入手頂き、お問い合わせください。

＜お問い合わせ先＞

ケルヒャー ジャパン株式会社　業務用製品コールセンター

ＴＥＬ：045-777-7410
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修理

修理のご用命は弊社ホームページをご覧いただき、
申し込みフォームからご依頼ください。

https://www.kaercher.com/jp/service/support_pro/repair_menu.

html

この取扱説明書の製品は、「中・大型機」になります。

弊社支店への持ち込み修理と出張修理サービスが対象です。
※修理費用については予告なしに変更する事があります

　　　お電話での修理のお問い合わせは
　　　　業務用製品コールセンター（修理受付）

　　　　受付時間　9：00 ～ 17：00

　　　　月曜日～金曜日（祝日、当社休日を除く）

　　TEL：045-777-7410
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＜リップ＞

サイドリップ右　6.987-482.0

サイドリップ左　6.987-481.0

リアリップ　　　6.987-633.0

フロントリップ　6.987-553.0

補修部品

LED タイプﾟ

＜サイドウインカー＞

右ウインカー　6.987-970.0

左ウインカー　6.987-971.0

右側サイドウインカー　6.988-783.0

左側サイドウインカー　6.988-784.0

ウインカーランプ　　　7.651-014.0
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インジェクター

6.989-305.0

119717-77800

オイルフィルター

6.988-475.0

119305-35151

Ｖベルト

6.989-310.0

25132-003600

バッテリー　12V 60Ah

9.548-292.0

オイル 15W40

6.288-050.0

燃料フィルター

6.989-316.0

119740-55600

Ｏリング

6.989-830.0

102103-55520

Ｏリング

6.989-830.0

102103-55520

フィルター

6.989-322.0

119810-55650

ウォーターセパレーター

6.989-317.0

171081-55910

ウォーターセパレーター

6.989-323.0

129335-55700




